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「
あ
り
が
と
う
運
動
」

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
。

誰
も
が
実
行
で
き
、
誰
も
が
幸
せ
に
な
る
。

い
く
ら
あ
げ
て
も
無
く
な
ら
ず
、
受
け
取
っ

た
人
は
心
が
温
か
く
な
る
。

疲
れ
た
人
に
は
癒
し
、
頑
張
る
人
に
は
や
る

気
、
す
べ
て
の
人
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
。

そ
ん
な
魔
法
の
言
葉
「
あ
り
が
と
う
」

ありがとうを握手で伝え合う大田原小学校の児童たち
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「
あ
り
が
と
う
」
は
魔
法
の
言
葉

　
　
　
大
田
原
発
の
小
さ
な
奇
跡

　「
あ
り
が
と
う
運
動
」

　
　
　
　
市
内
全
校
実
施

　
人
間
は
本
来
、「
人
か
ら
認
め

ら
れ
た
い
。
ほ
め
ら
れ
た
い
」

「
愛
さ
れ
た
い
」な
ど
と
い
っ

た
自
己
の
重
要
感
に
対
す
る
欲

求
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

「
自
己
重
要
感
」と
言
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち

は
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
な
ど
諸

外
国
の
子
ど
も
た
ち
と
比
べ
て

自
己
重
要
感
が
低
く
、
自
分
に

自
信
が
持
て
な
い
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　
自
己
重
要
感
が
低
く
自
分
に

自
信
が
持
て
な
い
と
、
不
登
校

や
中
退
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
に

影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、大
田
原
市
で
は

子
ど
も
た
ち
の
自
己
重
要
感
を

育
て
る
た
め
、平
成
24
年
度
か
ら

市
内
全
小
中
学
校
で「
あ
り
が
と

う
運
動
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
運
動
は
、
子
ど

も
た
ち
が
学
校
や
家
庭
、
地
域

に
お
い
て
、
積
極
的
に「
あ
り

が
と
う
」と
声
を
掛
け
合
う
運

動
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
あ

り
が
と
う
と
言
わ
れ
る
こ
と
で

「
僕
は
み
ん
な
に
認
め
ら
れ
て

い
る
ん
だ
。」「
わ
た
し
の
や
っ

て
い
る
こ
と
は
、
学
校
や
地
域

の
役
に
立
っ
て
い
る
ん
だ
。」と

感
じ
、
自
信
を
も
っ
て
明
日
か

ら
頑
張
ろ
う
、
と
い
う
気
持
ち

が
育
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校

で
の
友
達
関
係
や
、
家
庭
、
地

域
で
の
人
間
関
係
も
良
く
な
り

ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
湯
津
上
地

区
、
平
成
25
年
度
は
野
崎
地
区

を
モ
デ
ル
地
区
に
位
置
付
け
、

各
学
校
の
積
極
的
な
協
力
の
も

と
、
あ
り
が
と
う
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
誰
に
で
も
響
く
魔
法

　
　
　    「
あ
り
が
と
う
」

　
あ
り
が
と
う
運
動
を
実
施
し

て
か
ら
間
も
な
く
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
、「
あ
り
が
と
う
と
言

わ
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。」「
学
校
だ
け
で
な
く
、
今

度
は
家
族
で
も
言
い
た
い
。」な

ど
前
向
き
な
気
持
ち
が
生
ま

れ
、
学
校
で
積
極
的
に
あ
り
が

と
う
と
声
を
掛
け
合
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
言
っ
て
嬉
し
い
、
言
わ
れ
て

嬉
し
い
。
そ
れ
が「
あ
り
が
と

う
」の
魔
法
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
、

こ
の
魔
法
の
言
葉
を
学
校
だ
け

で
な
く
家
族
や
地
域
の
人
な

ど
、
多
く
の
人
に
積
極
的
に
声

を
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
す
る
と
、「
孫
に
あ
り
が
と

う
と
言
わ
れ
て
大
変
嬉
し
か
っ

た
。」「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
、

あ
り
が
と
う
と
言
わ
れ
て
と
て

も
気
持
ち
が
い
い
。
今
度
は
自

分
か
ら
も
言
っ
て
み
よ
う
。」と

地
域
の
人
々
の
心
も
動
き
始
め

ま
し
た
。

　
い
ま
、
あ
り
が
と
う
運
動
は

市
内
の
企
業
な
ど
で
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
あ
り
が
と
う
の
輪
が
大
き

く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
自
己
重
要
感
を
高
め
る
た
め
に
始
ま
っ
た「
あ
り
が
と
う

運
動
」。
学
校
で
育
ま
れ
た「
あ
り
が
と
う
の
輪
」は
、
市
内
の
小
中
学
校
を

飛
び
出
し
て
家
庭
や
地
域
に
ま
で
に
広
が
り
、
多
く
の
人
に
笑
顔
と
幸
せ
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　「ありがとう運動」のねらいは、「自己重要感」
を育てることです。
　自信をなくしている子どもたちの心の中に、「自
己重要感」が育てば、自信が生まれ、毎日楽しい
学校生活が送れるのではないかと考えています。
　学校から家庭へ、さらには地域へ、「日本一『あ
りがとう』があふれる学校づくり・まちづくり」
を目指して、ありがとう運動の輪が広がることを
心から願っています。

あらえ・つよし　1942年
旧黒羽町(現･大田原市)出
身。小中学校教諭や県教委
那須教育事務所長などを経
て2010年８月から現職。
子どもたちの自己重要感を
育てるため、ありがとう運
動を推進

ありがとう運動のねらい

大田原市教育委員会教育長

新江　侃
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法
で
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そ
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に
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、
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は
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に
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。

　ありがとう運動を始めて、「ありがとう」を言う機会が
増えたと思います。日常生活の些細なところでも自然
に「ありがとう」が言えるようになりました。友達に「あ
りがとう」を言われる機会も多くなりました。「ありがと
う」を言われると、心が温かくなります。これからも、
ありがとう運動を続けたいです。

　紫塚小学校では、ありがとう運動を活発にしていく
ため、委員会やクラスで考えた内容を朝会の時に発表
する「ありがとう朝会」をしています。
　私はこの朝会のおかげで、「ありがとう。」と自然に言える
ようになりました。これは、素晴らしい朝会だと思うので、
いつまでもこの朝会が続いていってほしいと思います。

大塚優太さん
大田原小学校６年　おおつか・ゆうた

「ありがとう運動」を通して

大関奈央さん
紫塚小学校６年　おおぜき・なお

ずっとずっと続いてほしい
　　　　　　「ありがとう朝会」

集会で「ありがとうリレー」をしている佐良土小学校の児童たち
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①佐良土小学校・絵手紙／
②紫塚小学校・ありがとうT
シャツ／③奥沢小学校・あ
りがとう与一くん

渡辺真琴先生（中
央）／田辺理衣友さ
ん（右）／小川誉起
さん（左）

【学校での活動】

②

③

①

②

③

金丸小学校

　金丸小学校は少人数のた
め、６年間をほとんど同じメ
ンバーで過ごしています。お
たがいのことをよく知ってい
るためか、自分の気持ちを言
葉で表さなくても、なんとな
く相手のことが分かってしま
うようです。そのため「あり
がとう運動」は友達に自分の
気持ちをしっかり言葉で伝え
るための環境づくりにも一役
買っています。
　５年生のクラスでは「あり
がとうビー玉」を実施し、あ
りがとうの見える化を図って
います。帰りの会で友達にあ
りがとうを言う機会を設けて
いて、ありがとうを一つ伝え
ると、容器にビー玉を一つ入
れることができます。ビー玉
が容器に溜まると、それだけ
たくさんのありがとうが言え
たことになり、みんながいい
気持ちで過ごすことができま
す。ありがとうが溜まってい

く様子は、子どもたちも嬉し
いようで、ビー玉が入った容
器を持ち上げて重さを確認し
たり、昨日とビー玉の数を比
べたりしているようです。
　「ありがとうビー玉が溜
まっていくのを見て、もっと
ありがとうを言おうという気
持ちになります。」と田辺理衣
友さん。小川誉起さんは
「もっといいことをして、
もっともっとありがとうと
言ってもらいたいと毎回思
う。」と言い、二人はビー玉を
容器に入れながら、楽しそう
に話していました。
　担任の渡辺先生は「些細な
ことでも友達にありがとうと
言うことで、言った方も言わ
れた方もにっこり笑顔にな
る。その瞬間を見ているのが
とても楽しい。」と笑顔で言っ
ていました。

一人一人の良さを引き出し、活躍する場を設定

ありがとうビー玉（５年生）

声

あ
り
が
と
う
運
動

活
動
と

①
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小坂佳代子先生
（右）／益子美咲さ
ん（中央）／佐藤康
平さん（左）

金田南中学校

　金田南中学校は、「笑顔とありが
とうがあふれる教室」をキーワード
に挙げています。
　「授業の中でのありがとう運動の
充実」を目指して、教師も生徒も一
体となって推進しています。生徒が
積極的に手を挙げて発言してくれ
た時、先生は心をこめて「ありがと
う」と伝えます。生徒同士の間でも、
自分の意見に対してアドバイスを
もらった時などは「ありがとう」の
言葉が飛び交っているようです。
　今年から金田南中学校に赴任し
た小坂佳代子先生は、「教室にあり
がとうという言葉が溢れるように
なれば、みんな自然と笑顔になりま
す。そして、『楽しい授業』『わかる授
業』がどんどん増えてきているよう
にも感じています。」と言っていま
した。そんな小坂先生は、同じ初任
者の先生と一緒に「ありがとうプロ
ジェクト」を展開しています。
　ありがとうプロジェクトの一つ
に「ありがとう運動推進隊」があり
ます。それは、恥ずかしくてなか

なか言葉に出せない人や、戸惑っ
ている人などにとって心強い味方
になるよう、全教職員と生徒会執
行部、各学級の委員長・副委員長
がたすきや腕章を身につけて、「あ
りがとう運動推進隊」となり、先頭
に立ってありがとう運動を推進し
ています。

楽しい・きれいな・開かれた学校

ありがとうプロジェクト

　生徒会長の益子美咲さんと生徒会
執行部の佐藤康平さんは、「最初はク
ラスのみんなもありがとうと言えて
いなかったが、推進隊のみんなが率
先して活動していたら、だんだん言
えるようになってきたと思う。」と声
をそろえて言い、プロジェクトの効
果を実感していました。

Kanedaminami  junior high school

　
　

  

り
が
と
う
の
言
葉
は
、

　
　

  

そ
の
人
の
心
を
温
め
、

喜
び
と
自
信
を
与
え
る
力
が

あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
実
施
で
き
、
誰
も

が
幸
せ
に
な
り
ま
す
。
誰
も

こ
の
言
葉
な
し
で
は
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
の「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
で
、
明
日
か
ら
頑
張

れ
る
人
、
あ
な
た
の「
あ
り

が
と
う
」を
心
か
ら
求
め
て

い
る
人
が
周
り
に
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

　

疲
れ
た
人
に
は
癒
し
、
頑

張
る
人
に
は
や
る
気
、
す
べ

て
の
人
を
幸
せ
に
す
る
、
そ

ん
な
温
か
く
て
愛
に
あ
ふ
れ

た
魔
法
の
言
葉「
あ
り
が
と

う
」。
こ
の
小
さ
な
奇
跡
の

言
葉
が
、
い
ま
大
田
原
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　宿泊学習で、班のみんなが頑
張っている良いところを見つける
「ありがとう№１」をやりました。
ほかにも、児童が家庭で仕事をす
る「マイワーク」をしています。朝
食に目玉焼きを作った時、家族か
ら「ありがとう」と言われてとても
気持ちが良かったです。

大場千裕さん
石上小学校６年
おおば・ちひろ

　私の教室では、帰りの会になると
「ありがとう」が溢れます。その日、
学級のために良いことをした人、授
業で活躍した人のチェックをするか
らです。友達や先生から感謝される
と、とても嬉しくなります。これか
らも教室で、学校でありがとうが溢
れるようにしたいです。

藤田茉優さん
野崎中学校３年
ふじた・まゆ

平
成
25
年
度
モ
デ
ル
地
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野
崎
）

保
護
者
の
声

薄
葉
小
学
校
保
護
者

　
　
　
　
　

坂
本
菜
生
子

　

１
年
生
の
息
子
が

持
ち
帰
っ
て
き
た「
う

す
ば
っ
こ
あ
り
が
と

う
通
信
」を
見
て
、「
あ

り
が
と
う
運
動
」を
知

り
ま
し
た
。「
あ
り
が

と
う
」が
素
直
に
口
に

出
せ
る
日
常
生
活
は
、

と
て
も
良
い
こ
と
だ

と
感
じ
、
ま
ず
は
私

が
率
先
し
て
夫
や
子

ど
も
た
ち
に「
あ
り
が

と
う
。
お
か
げ
で…

」

と
言
え
る
よ
う
に
、 

そ

し
て
優
し
い
輪
が
た

く
さ
ん
広
が
れ
ば
い

い
と
感
じ
ま
し
た
。
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